
技術分類

技術名称 ネットワン工法　　　　　　　　　　　　（高エネルギー吸収型落石防護網工）担当部署 福岡営業所

NETIS登録番号 ＨＲ－０７０００４－Ａ 担当者 高杢　順二

社名等 株式会社 シビル 電話番号 ０９２－８０６－８８３８

技術の概要

国の機関　 ７　件　（九州　　１件　、九州以外　　６件　）　
自治体　１９０　件　（九州　３４件　、九州以外１５６件　）　
民　 間　　　３　件　（九州　　１件　、九州以外　　２件　）　

３．技術の効果

金網は、従来の「ひし形金網」に対し強度および許容可能な変位が１．５倍に向上しています。アン
カーの配置・数量を変えることで施工性が向上し、緩衝装置の配置により、各部材の破損を大幅に
軽減できました。ワイヤロープを閉鎖形状にすることで、数多くのアンカーに衝撃を分散させること
ができました。

４．技術の適用範囲

●適用可能な範囲
・現場条件により異なりますが、対応できる最大の
  落石重量は100ＫＮです。
・別途ワイヤロープを補強することで100ＫＮ以上の
　落石にも対応できる場合があります。
●特に効果の高い適応範囲
・道路脇などの長大な斜面上に直径1.0m以上の転石が多数存在する地域に設置すれば経済的で

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

・従来の落石防護工は、各斜面の落石エネルギーの規模により落石防護網の種類が異なっていま
す。まず、落石エネルギーが３００ＫＪ以下の場合は、落石防護網が用いられることが多いです。ま
た落石エネルギーが８００ＫＪ以下の場合は、高エネルギー吸収タイプの落石防護網が用いられて
いました。さらに、落石エネルギーが８，０００ＫＪ以下の場合は、高エネルギー吸収型ＲＣネット工法
が用いられていました。このように、落石エネルギーが８０００ＫＪを超える場合は、性能が格段に違
うＲＣネットしかなく施工単価も高いため、市場では新たな落石防護網が求められておりました。

・ネットワンは、高弾性で変形特性に優れた金網、ネット全体の負担を低減する緩衝装置、衝撃を
ネット全体に分散させるワイヤロープから構成された落石防護網です。従来の落石防護網のアン
カーは２m～１０mの間隔で配置されていましたが、ネットワンでは縦横１０m以下の間隔に配置しま
した。よってアンカー及び緩衝装置の数量を軽減することで施工工期を大幅に短縮することが出来
ます。ネットワンは現地の条件により覆式、ポケット式の選択が可能です。また、新タイプとしてミニ
タイプ（～1,000kJ程度対応）、ワイドタイプ（支柱間隔10m対応）を様々条件に対応可能です。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


